
子どもの権利に関する
国際的な考え方

児童芸能従事者の安全確保と参加：基本的人権と文化的権利（文化権）の観点から

坪井ひろ子
UNESCO文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約
エキスパートファシリティ・メンバー

過労死防止学会 第12回大会
専門部会 芸能従事者の働き方の改善に向けた研究会
テーマ：児童芸能従事者の安全確保とこども性暴力防止法
日時：2026年9月6 日（日）10:00〜12:00 
会場：大分大学 旦野原キャンパス 2階202号／オンライン
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子どもは、いつどのように「文化を担う労働者」になるのか？

教育・養成の経路

習い事 → 稽古 → 養成 → オーディション → 出演・仕事

伝承の経路

習い事 → 稽古 → 修業・見習い → 実演・制作 → 職業

労働？ 教育？ 参加？ 継承？

子どもの経験・成長の連続性

→ 形成過程全体を、子どもの権利・基本的人権の観点から見る
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国際規範：子どもの権利としての保護と参加

国際労働機関（ILO）
児童労働・安全衛生

国際連合（UN)
児童の権利

国際連合教育科学文化機関
（UNESCO）

文化（参加・創造・継承等）

就業が認められるための最低年齢に関する
条約（第138号、1973年）
最悪の形態の児童労働の禁止及び撤廃のた
めの即時の行動に関する条約（第182号、
1999年）
最悪の形態の児童労働勧告（第190号、 
1999年 ）
職業上の安全及び健康並びに作業環境に関
する条約（第155号、1981年）

児童の権利に関する条約
Convention on the Rights of the Child
（1989年）
第3条 児童の最善の利益
第12条 意見を表明する権利
第31条 文化的生活・芸術への参加
第32条 経済的搾取・有害な労働からの
保護
第34条 性的搾取・性的虐待からの保護

芸術家の地位に関する勧告（1980年）
無形文化遺産の保護に関する条約（2003
年）
文化的表現の多様性の保護及び促進に関す
る条約（2005年）

参加・享受する権利の保障・尊重
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子どもの権利と文化：参加と保護・尊重

児童の権利に関する条約（1989年）

第31条 1

「文化的な生活及び芸術に自由に
参加する権利」

第32条 1

「経済的な搾取から保護され…有害と
なるおそれのある労働に従事すること
から保護」

第34条

「あらゆる形態の性的搾取及び性的
虐待から児童を保護」

第3条：児童の最善の利益
第4条： 条約上の権利を実現するための措置（経済的・社会的・文化的権利を含む） 

第12条：自己に影響を及ぼすすべての事項について自由に意見を表明
第13条：児童の表現の自由

第15条：結社の自由及び平和的な集会の自由 等 

文化的権利は「文化にアクセスできる権利」だけではない

参加する・創造する・表現する・継承する ⇔ その過程で安全と尊厳が保障・尊重されること
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国際労働機関（ILO）：芸術への参加を認めつつ、条件を規制

就業が認められるための最低年齢に関する条約（第138号）
第8条
“participation in artistic performances”
個別の許可により例外を認め、労働時間を制限し、条件を定
める。

最悪の形態の児童労働勧告（第190号）
危険有害労働の例：身体的・心理的・性的虐待／長時間・夜
間／有害な温度・騒音・振動等

最悪の形態の児童労働の禁止及び撤廃のための即時の行動に関する条約（第182号）
18歳未満の児童による「最悪の形態の児童労働」の禁止と撤廃を確保するために、即時の効果的な措置を求める

① 人身売買、徴兵を含む強制労働、債務労働などの奴隷労働
② 売春、ポルノ製造、わいせつな演技に使用、斡旋、提供
③ 薬物の生産・取引など不正な活動に使用、斡旋、提供
④ 児童の健康、安全、道徳を害するおそれのある労働

＋

職業上の安全及び健康並びに作業環境に関する条約（第155号）

日本：2026年4月1日批准 → 2027年4月1日発効予定

安全＝「性暴力」にとどまらない
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UNESCO：習得 → 継承 → 職業と創造

文化芸術教育と文化芸術の伝承・創造・技能を「decent work」につなぐ

UNESCO文化芸術教育に関する枠組み（2024年）第17段落

non-formal contexts
→ intergenerational transmission 世代間の伝承
→ apprenticeship 徒弟制度
→ professional skills development 職業技能の向上

同 第21段落

専門的技能・才能・個人の発達
→ “employment and decent work in the cultural and 
creative industries”「 文化・クリエイティブ産業における雇
用と働きがいのある仕事」

教育・養成から職業へ ⇄ 伝承から職業へ

無形文化遺産の保護に関する条約（2003年）

formal / non-formal education を通じた伝承
＋ 既存の国際人権文書との両立

同条約 運用指示書 第186段落

無形文化遺産の practice and transmission （実践と伝承）
における“productive employment and decent work” 「生産
的な雇用と働きがいのある仕事」

連続した過程のどこから「労働」なのか？
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「習い事・修業・伝承」の両義性

「芸術で生きたい」
aspiration

「継ぐべきもの」
transmission

夢・自己実現 家の芸・師弟関係・伝統

退出しやすさ・しにくさ ／ 指導者への信頼・依存 ／ 保護者の期待・投資

子どもがその道を望む／望まないことは、保護を弱める理由にはならない

© Hiroko Tsuboi-Friedman   |   過労死防止学会 第12回大会 2026.9.6 



UNESCO：文化を担う人々の環境と創造・労働条件

芸術家の地位に関する勧告
（1980年）

文化的表現の多様性の保護及び促進に関する
条約（文化多様性条約）

（2005年）

訓練
社会保障

雇用・所得
移動

表現の自由
職能団体・労働組合

文化的表現の創造・生産における芸術家・
文化の担い手の中心的役割

文化的表現を創造・生産・普及・流通し
アクセスできる環境

163の締約国・地域（162か国＋欧州連合）、
日本未締約

文化にかかる諸政策＝「作品」「産品」だけでなく、それらを生み出すプロセス、関わる人々
の創造・労働環境および条件と呼応
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UNESCO Framework for Culture and Arts Education（文化芸術教
育に関する枠組み）（2024年）
World Conference on Culture and Arts Education, Abu Dhabi, 13–15 February 2024

第17段落

“intergenerational transmission, peer-to-peer learning, apprenticeship, professional skills development”「世代間の伝
承、仲間同士の学び、見習い・徒弟制度、専門技能の向上」

第21段落

“support specialized skills, talent and personal development, and bolster employment and decent work in the cultural and 
creative industries”「文化・クリエイティブ（創造）産業における専門的な技能、才能、個人の成長を支援し、雇
用とディーセント・ワーク（働きがいのある仕事）を促進すること」

文化芸術教育 → apprenticeship / professional skills → employment / decent work
＝「教育」と「労働」を切断せず、移行過程を捉える国際的な枠組み
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日本における、文化と子どもの権利の議論状況

文化芸術基本法 第2条第3項

文化芸術を創造し、享受することは
「人々の生まれながらの権利」

年齢等にかかわらず、鑑賞・参加・創造
できる環境の整備

文化芸術基本法 第2条第8項

乳幼児、児童、生徒等に対する
文化芸術に関する教育の重要性

学校等・文化芸術団体・家庭・地域の活動
の相互連携

こども基本法

「児童の権利に関する条約」の精神

こどもの最善の利益
＋
年齢・発達の程度に応じた意見表明機会と
意見の尊重

しかし 習い事 → 稽古・修業 → 養成 → 出演・制作 → 仕事

移行過程全体で、文化的権利・子どもの権利・安全・労働上の保護を
どう接続するか⇔制度横断的な課題

→ 「文化を享受する子ども」と「文化を担う子ども」を切断しない
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最後に：芸能と子どもの権利、人権と安全

Protection in cultural participation

• 「労働者」「人」としての生き方
• 「習い事」「修業」「伝承」
• 安全に学び、創造し、表現し、望むなら将来その道を職業にできる（しない）環境

子どもの権利ならびに社会的・経済的・文化的権利を保障
⇔文化芸術の創造・継承・変容
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参考｜主な国際規範・資料

• 児童の権利に関する条約（1989年）第3条、第12条、第31条、第32条、第34条／児童の権利委員会 一般的意見第16号、第17号（2013年）／ 児童の
売買、児童買春及び児童ポルノに関する選択議定書（2000年）

• 就業が認められるための最低年齢に関する条約（第138号）（1973年）第8条

• 最悪の形態の児童労働の禁止及び撤廃のための即時の行動に関する条約（第182号）（1999年）

• 最悪の形態の児童労働勧告（第190号）（1999年）

• 職業上の安全及び健康並びに作業環境に関する条約（第155号）（1981年）

• 無形文化遺産の保護に関する条約（2003年）及び同条約運用指示書（2008年,2024年)

• 芸術家の地位に関する勧告（1980年）

• 文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約（2005年）

• 森崎めぐみ「『技芸』をめぐるこども性暴力防止法―芸能分野における課題―」『労働の科学』80巻10号（2025年）
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